
韓国生物学の思人、故森為三教授

朝鮮ソウノレ大学教綬 美 寿 遠

長寿i道教綬は森為三博土の死去を惜しんで朝鮮ソウル
差是科大学新聞、第 522号 (1964年 l月 2 汁) に次の文を
朝鮮諮で寄稿されましたQ 訳しまして再録をレたL まし
た( 室井紳謹j"j己)。
森為三教授は、その一生を韓凶生物の為にも、篠かiよ
36年間、努力せられましたc 彼が来韓した明治44年 (19
11) とL、えば、韓国は勿論のふと日本や欧米各国も近代
生物学の幼年時代であったG 二の時より植物界と動物界
全般件約三魚類) を対象と L て韓半島の| 偶々まで、そ L
て遠く満州、シベリヤ、蒙古及び中国各地の高山幽谷、
湖問海洋、砂漠荒野に至るまで彼によって踏査されなL 、
地はなかった。彼は実に韓国生物学の開拓者であり父で
あり、広義L おける生ける辞典であり博物家であった。
今は故人である; f i 由明( 蝶) ‘南泰郷( 鳥) 、福成博士
( よと虫) などの先輩にあたり当時の節々たる生物学の現
役陣や現今の元老格と L ての人々は多少なりとも彼と| 苅
述のなレ人は殆んどいなし、。
{ 皮は早く青年教師 (27才) として当時唯一の官立中学
校( 現在の京畿中高校の最初の校名) に赴任せられた。
そιでiHlすべき活躍をせられて欧米留学を終え15年後
に創立した京城帝国大学の予科教援に栄転せられた。彼
は教育者であり学者としての良レ環境に恵れて希望に燃

創立し育成して多忙の毎日を迎えられた。彼は半品をせ
ましと大障の各地を数次採集旅行をせられた。また講習
会を開催L 、研究を重ねて成果を続々と発表せられた。
当時の博物会誌を創刊サより数十号に至るまで会誌を満
して品位をたカ. d / ) 各分野にわたったが、ねに魚類に関 L
てすぐれた乙とは、新種のみ22種に達せるをみてもわカ白
るO そして至宝の如き落大な文献を蒐集して多くの原本
( 楠物、昆虫、魚類および化石など) とともに、文字通
り韓同生物界の縮図て、あった。
解放( 討、 1945年) してからは、故郷の日本の兵庫に

帰って兵庫農大の老教授 (62才) として、その後は武庫
川女子大学に軍責をれった" それカ‘ら 2年後 (1947{f.)
兵庫生物学会を創立 L て逝去する時まで会長と L て学会
を育成なきうたとして地方学会として確固たる位置を
築レた。若し、人がとても、カミなわなし、まで勤勉である彼
は幹凶魚類に関する貴重なる論文を多く発表して東南ア
ジアの鯉亜日の系統史をたえず研究せられた。それのみ

ならず1952年ιは68二Jの両船でよく楳高1 .000 m の妙雨
山を若L、会Utと共に署長りつつ、親しく野外指導をなさっ
た。そして山から海まで会員とともに採集し、キャンプ
生活を通じて生物指導は勿論の ζ と、高L、人格をもって
真の教育をなさった。学会の財政難をみては軽く 1->:額を
寄付せられたのも一度や二度ではなカミった。規定の手当
も旅費も凡てを受けず謝絶したとL 、う O 一地方会誌であ
る兵庫生物誌が中央μまで両く評価せられた二とは決し
て偶然のら二とではなl ' 0  
一昨年の秋より軽L 、貧血症で時々入院せられたが、彼
は皇太子夫妻の前での御前講義の準備に多忙なスケジュ
ールの為に無理が重なるようであったぐしかし定った
IJ 、日本人学者としては一生の最大の栄光の U はっし、伝
来た。昨年の正月から 3月まで 3回じ渡って皇太子夫
妻、各大学及び研究機関の水産専門家達の陪聴する内ι
「東南アジアの鯉距H の系統発生進化分類および分布と
その要図J とL、う題目で平素の植蓄を傾けて成功樫に御
前講義を終えた。
進講後緊張がゆるんだせいカ‘貧血症の悪化で 7月llH
神戸医大病院に入院したが、つづいての極度の病勢が傾
き11日午後10時30分に79才を最後に逝去せられたο一度
，; 卜告が発表せらるるや、全国学界の哀惜の声高く告別式
μおし、ての会員代友の弔辞は、はらわたをちぎるように
哀切を極めた。又彼の感化や美談逸話は博士の平素の高
i蓋な人格の L からしむものであった。
一方彼のιのような成功の裏には平素茂子夫人の内助
の功の厚L、事も察せられるの茂子夫人は弔慰金中、 L 、さ
ぎよく 100.000円( 什貨) を学会μ寄付されたn 正二れに
感謝L た当会では、これを基金として『森為三博土生物
研究奨学会1 を創り、毎年一人の有能会員を養うことに
なったとし、う。
筆者が博士を知るようになったのは淡水魚に関心を持
ち始めて問湖の魚類を勉強する時、文献上におL、て始ま
る。今より 6年前、西湖の特産魚、である丙湖ナプチュノレ
カンイ (PselldoperilampllS hondae) の傑本に対すろ
質疑する件ι始まった。彼は韓国の高原地方や111村の渓
谷に住んでし、る七色マス ( ニジマス Rainbow troul) 
ウグイを養殖して外貨獲得に利用する ζ とをすすめら
れ、また韓国生物界の発展を祝福せられt.::.o そして李政
権の時より韓日間交の正常化を誠心祈られた。また日本
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